
第20回　まちとすまいの集い

現代中国の建築・都市

2018 .12 .15（土）
　　　13:30－17:15
名古屋大学　環境総合館
　　　レクチャーホール
定員100名 無料
　　　　　　（要申込）

今回の「まちとすまいの集い」は，20回目と
いう節目となります。そこでこれまで名古屋
大学建築学教室に関係した卒業生・教員よ
り，現在国内外で幅広く活躍されている講師
をお招きし，「現代中国の建築・都市」をテー
マとして，今後あるべき建築の姿について皆
様と共に考えていきたいと思います。
多くの皆様のご参加をお待ちしております。

主催　名古屋大学大学院環境学研究科 都市環境学専攻　建築学教室　
後援　（一社）日本建築学会東海支部　（公社）日本建築家協会東海支部　（公社）愛知建築士会
　　　（公財）名古屋まちづくり公社　（公社）空気調和・衛生工学会中部支部　（一社）建築設備技術者協会中部支部
　　　（一社）日本建築構造技術者協会中部支部



【講演概要】

【会場案内】 

【開催概要】

第20回　まちとすまいの集い 現 代 中 国 の 建 築 ・ 都 市

東福大輔 （とうふく だいすけ）

 

零三工作室 主宰

中国で生きる日本人設計者の『処世術』

２
2

【プログラム】 

13：30　主催者挨拶（建築学教室主任　丸山　一平）

13：35　趣旨説明（まちとすまいの集い幹事　小松　尚）

13：40　講演①　錢　強　氏
 「自作から考える中国の現代建築」

14：25　講演②　東福大輔　氏
 「中国で生きる日本人設計者の『処世術』」

15：10　講演③　譚　洪衛　氏
 「持続発展社会に求められる建築の在り方
                                        ―中国のグリーン建築について」

16：10　３氏によるクロストーク
   コーディネータ　西澤泰彦
                                                                              環境学研究科教授・副研究科長

17：10　閉会挨拶
なお、12：30より減災ギャラリー（減災館1,2階）をご覧になれます。

錢　強（ちぇん　ちぃあん） 東南大学建築学院教授
・UDG聯創設計 総建築師

自作から考える中国の現代建築

持続発展社会に求められる建築の在り方
―中国のグリーン建築について

【お申込み方法・お問い合わせ先】

名古屋大学建築学教室
まちとすまいの集い事務局（担当：穂積）
〒464-8603　名古屋市千種区不老町　C2-④
TEL:052-789-5233　FAX:052-789-3773
Email:machi@nuac.nagoya-u.ac.jp
http://www.nuac.nagoya-u.ac.jp/machi/

名古屋大学
環境総合館
名古屋市営地下鉄名城線
名古屋大学駅2番出口より
徒歩約5分
●お願い
車でキャンパス内に入る
ことはできません。
公共交通機関をご利用
ください。

2 番出口

環境総合館

至本山

至八事

3番出口

1番出口

IB 電子情報館
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工学部 5号館

野依記念学術
記念交流館

N
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１３億の人口を有し、政治・経
済の様々な分野で気を吐く中
国。もちろん、建築設計業も例
外ではなく、国の経済を牽引す
る産業の一つといえるでしょう。
一方で、閉塞感の漂う日本を脱
出して中国市場に活路を求め
ようとする日本人設計者やメー
カーは後をたちません。いった
い、中国の市場や施主は彼らに
何を求めているのでしょうか。
北京周辺にある外国人設計の
建物を題材に、現地の建築シス
テムを俯瞰し「中国に対応する
日本の建築」について考えてみ
ようと思います。

（たん　ほうえい）
同済大学教授
・名古屋大学環境学研究科客員教授譚 洪衛

東京大学建築学科で博士号を取得。
2000年に中国へ帰国し、同済大学（中国
上海）にて建築工学とエネルギー工学
の多くの分野にわたる持続可能な建
築技術（グリーン建築技術）を18年間研
究し、また多学科アクロス教育も模索し
てきた。
現在、中国では都市化の進行に伴った
建築分野のエネルギーの消費の急増、
環境悪化を背景に、持続的に発展する
社会作りに応じて環境共生の持続型
建築が求められている。
グリーン建築のコンセプトから技術応
用へ、また大学教育から、イノベーション
コンペティションへ、そして数多くの研究
から実プロジェクト実施まで、積み重ね
た経験と思考を基に、中国におけるグリ
ーン建築の発展現状と将来像をトッピ
クスとして取り上げていきたい。

2004年8月帰国してから、もう14年
目になり、大学教員として建築教育
の仕事をしつつ、建築家として建築
デザインの仕事をしております。
中国経済の発展に伴い、建設業も
急速に成長しており、それとともに
都市計画と建築デザインの仕事も
増えています。中国の建築家たち
がその背景の中に環境、社会、都
市等さまざまな問題と課題を取り
上げて、建築の価値を発現させ、建
築の実現に向けて挑戦しつつあり
ます。
今回は自分の建築デザインの作品
を通して、中国の現代建築の現状
を話していきたいと思います。

日     時
場     所
参加費

2018年 12月15日(土) 13 : 20～17：15
名古屋大学環境総合館1階レクチャーホール
無料（定員100名）

必要事項を記入（お名前、ご所属、ご住所、TEL/FAX/
E-mail)を記入の上、下記までE-mail,FAXまたは郵送に
てお申し込み下さい。
12月11日（火）を締切とさせていただきます。
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